
自動運転の社会実装に向けたＡＸの取組み

〇 2030年代における世界市場での自動運転車両販売台数のシェア約25％を確保することを目指す。

〇 L2++車両の優良認定制度創設による導入環境の整備を進める。

日本成長戦略（令和8年（2026年）7月21日閣議決定）

優良L2++車の認定制度の創設等

【目的・意義】

・ 将来のL4車に繋がる国産L2++車が2027年度中に市販化される予定

・ 多様なL2++車（商用車を含む）の開発・普及を促進

・ 自動運転車両に対する世の中の認知度と受容性を向上

【取組方針】

・ 優良認定制度の創設

→ L2++車について、メーカーにおける開発・普及を促進するとともに、自動運転車両に
対する世の中の認知度と社会受容性を高めるため、優良車認定制度を創設

・ 公共交通（公共ライドシェア含む）への早期活用

2026年度
制度創設（検討中）

スケジュール： 2027年度
運用開始（予定）

日産
Wayve社（英）のAI搭載L2++車

（2027年度販売予定）

・ L2++車の開発・普及を促進
・ E2E搭載車両の開発を加速
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